
JＲ東日本水戸支社は、駅をご利用いただくお客さまの利便性向上を通じた「くらしづくり」を進める取組みを

「常磐線くらしデザインプロジェクト」として展開しています。今回、いわき駅において、ブース型シェアオフィス

「ステーションブース」の設置(2020年8月28日設置済み)に続き、待合室もより快適にお過ごしいただける様に

カウンターテーブル、ベンチをリニューアルしました。

いわき駅の待合室を快適にご利用いただける環境にリニューアルしました。
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実施概要

2020年11月30日（月） 供用開始済み

5：00 ～ 23：00

いわき駅改札内

「常磐線くらしデザインプロジェクト」

【供用開始】

【供用時間】

【場 所】

【主な機能】 ① カウンターテーブル

いわき駅周辺に電源などPC作業を想定したワークスペースが無かった課題を

解決し、快適な仕事環境を整備しました。※椅子は12月中旬に設置予定

② ベンチ

電車の時間待ち、飲食、読書など様々な利用シーンを想定したデザイン（サイド

テーブル付き）を整備しました。

■待合室（リニューアル後） ■いわき駅改札内リニューアル状況

【デザインコンセプト：ベンチ】

いわき市で発見された、日本を代表する、化石
フタバサウルス・スズキイをモチーフとし、力強さと
うねりを表現したことでインパクトを与えました。


